
 

 

 

 

 

 夏季休業が終わり学校が始まったことと思います。来春卒業予定の就職希望者にとっては，約半月後に迫った

就職試験に向けて，試験対策や面接対策など準備に余念がないところだと思います。 

 ８月２２日に宮城労働局から発表された「平成３０年３月新規高等学校卒業者の求人・求職状況（７月末現

在）」によると，７月末までに県内の各ハローワークで受け付けた県内求人数は 9,407 人で，県内就職希望者

が 3,478 人のため，新規高卒者の県内求人倍率は 2.70 倍となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度（平成 28 年度）の 3 月末の求人数は

10,088 でしたが，そのうちの 82.7%が 7 月末

に，9 月末までだと 93％が出ています。どの企業

も，早く人材を確保するため，求人を早く出す傾向

が強まっており，秋以降（11 月末あたり）になる

と求人が極端に少なくなるので，1，２回目の受験

で就職内定を得られるよう，準備（受験対策・面接

対策等）をしっかり確実にしてください。 

※就職試験関係日程 

  応募書類発送 9 月 5 日（火）～ 

  選考開始   9 月１６日（土）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定所別求人状況（H29.7 月末） 

安定所 今年度 昨年度 増減比(%) 

仙 台 4,861 4,258 14.2 

大 和 767 642 19.5 

石 巻 749 703 6.5 

塩 釜 440 409 7.6 

古 川 858 699 22.7 

大河原 545 457 19.3 

白 石 153 162 －5.6 

築 館 311 282 10.3 

迫 275 283 －2.8 

気仙沼 448 446 0.4 

合計 9,407 8,341 12.8 

受験先企業の研究 
会社案内やホームページなどから企業の事業内容（会社の理念・方針・セールスポイント・取扱商品など）につい

て調べ，自分で良いと思ったことや惹かれた内容をチェックする。 

仕事内容の把握 
求人票などを参考に，仕事の場所や内容などを確認し，わからないところは進路指導の先生に確認し，自分がその

仕事で「できること」「しなければならないこと」「これから身につけておくべきこと」などを考える。 
筆記試験対策 
先輩の受験報告書などを参考に，過去の学科試験･適性検査･作文などを確認し練習する。過去に受験した先輩がい

ない場合は同業の企業の傾向などを確認し準備する。 

面接試験対策 
面接の成否は合否に大きく左右します。学校で決められた模擬面接の日程だけで満足せず，普段かかわることが

少ない先生にもお願いしたくさん練習する。 
その他（身だしなみ・通学時のマナー・受験先への交通手段の確認など） 
髪型や制服の着こなしは，普段から気をつけていないとできません。早いうちに周りの方にチェックをしてもらい

ましょう。また，普段の通学時の駅やバス停でのマナーは大丈夫ですか。受験先の企業の方も同乗しているかもしれ

ません。 

普段の通学とは異なる場所へ受験に行きますので，早めに交通手段を確認し，余裕を持って出かけましょう。 

各学校の進路の手引きなどを参考に，進路指導の先生に早めに確認して準備しましょう。 

キャリア教育だより 
平成２９年８月２９日 
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高校教育課 

今からできる「就職試験準備」 


